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沿革と組織の概要 

人体病理学・病理診断学分野は，2003 年（平

成 15 年）に病因病理学専攻・人体病理学が，内

科学専攻・診断病理学分野と統合したもので，

東大医学部附属病院・病院病理部と一体となっ

て病理診断業務，教育，研究にあたっている．

幅広い病理学のフィールドをカバーしながら，

「臨床医学としての病理学」，「トランスレーシ

ョナルリサーチを担う次世代病理学」の構築を

目指している． 
 
平成 19 年度には，鹿島病院講師，後藤助教の

留学に伴い，石川，日野，森川医師が助教とし

て加わった．10 月より「がんプロフェッショナ

ル養成プラン」がスタートし，仲矢医師が特任

助教として採用された．また，技術系職員の補

充のため，佐久間氏が採用となった． 
大学院（博士課程）については， 3 名が卒業

し，博士号を受けた．新年度には 5 名の新入生

を迎える予定で，平成 20 年度には大学院生 11
名（留学生 1 名）となる． 

  
人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部

附属病院の生検診断，剖検診断業務を支える一

方，ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研

究を行っている．また，分子病理学分野と協力

して M1 の病理学総論を担当し，さらに系統病



理学，クリニカルクラークシップ，BSL と，M2
から M4 に及ぶ医学部病理学教育にあたってい

る． 
 

診療（病理診断・剖検） 

病院病理部とともに，東大医学部附属病院の

生検診断，剖検診断業務を支えている（病院病

理部の項参照）． 
剖検症例については，毎月1回2例の病院CPC

を継続的に行っている．毎週月曜日の剖検症例

カンファランスとともに臨床研修医教育の場と

もなっている．また，胸部，上部消化管，脳外

科，肝臓，胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，整形

外科の腫瘍，ならびに肝臓，腎臓，皮膚生検に

ついて，臨床各科と定期的カンファランスを行

っている． 
 

教育 

M1 に対する病理総論では，病理形態学的な

部分について，講義，実習の一部を担っている．

講義の概要については，UT オープンコースウェ

ア（http://ocw.u-tokyo. ac.jp/）において一般に

公開している． 
系統病理学，ならびに実習は，系統講義の進

行にあわせ，一週間に各々1 回，それぞれ 19 回

行っている．実習の理解を促進するため，前半，

後半に分けてハンドアウトを配布している．さ

らに，今年度から実習に使用する病理組織標本

を，すべてバーチャルスライドとしてホームペ

ージ上で閲覧できるようにした． 
M3 では病理部クリニカル・クラークシップ，

M4 では BSL を実施している．BSL では学生 2
名単位で 1 例の剖検症例をまとめ発表する剖検

病理演習，種々の腫瘍切除例を用いた外科病理

演習，ならびに病院病理部見学を行っている． 
系統病理学ならびに卒業験についても，ホー

ムページで過去の問題を公開し，卒業験につい

ては模範解答も公開している． 
博士課程にがんプロフェッショナル養成プラ

ンが設けられたことに対応して，「腫瘍病理学概

論」を新設し，講義に対応した教科書の作成に

取り組んだ(文光堂，2008 年)． 
 

研究 

「慢性炎症と腫瘍」を大きなテーマとして，

Epstein-Barr ウイルス関連腫瘍（胃癌），肺腺癌

の瘢痕形成と進展，肺線維症における発癌につ

いて，形態学を主要な武器として研究を展開し

ている． 
 第二の柱として，東京大学先端科学技術研究

所と共同で，癌の発現分子に関する網羅的解析

を行い，治療標的分子探索に取り組んでいる． 
 なお，6 月 29 日第 4 回 EB ウイルス研究会を

主催した． 
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